
■
格
天
井
完
成
す
る
■

第
十
六
世
住
職
継
職
奉
告
法
要
の
記
念
事

業
の
第
二
弾
と
し
て
「
本
堂
内
陣
・
格
天
井
装

飾
」に
ご
進
納
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

令
和
元
年
夏
か
ら
京
都
の
職
人
に
よ
り
一
枚

一
枚
手
書
き
で
天
井
絵
を
描
き
始
め
、
令
和
二

年
三
月
十
五
日
に
荘
厳
な
格
天
井
装
飾
が
完

成
い
た
し
ま
し
た
。

工
事
に
は
萩
市
内
業
者
と
と
も
に
、
福
岡
県
・

佐
賀
県
・
鹿
児
島
県
の
業
者
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

本
堂
内
陣
は
、
先
人
が
生
ま
れ
往
き
、ま
た
、

お
念
仏
に
出
遇
っ
た
私
達
も
い
ず
れ
生
ま
れ
往

く
極
楽
浄
土
の
世
界
を
表
し
て
い
ま
す
。光
山
寺

四
五
〇
年
の
歴
史
の
中
で
、こ
の
度
、
ご
縁
が
整

い
、皆
様
の
想
い
を
形
に
で
き
ま
し
た
。

特
別
懇
志
の
進
納
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は

記
銘
入
り
格
天
井
写
真
を
随
時
お
送
り
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
ご
家
庭
で
も
後
世
に
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

■
永
代
経
法
要
・
各
種
行
事
の
中
止
■

五
月
一
日
・
二
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
春
季

光
山
寺
「
永
代
経
法
要
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
、皆
様
の
感
染
リ
ス
ク
回
避

の
た
め
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。
尚
、
永
代
経
法
要
の

意
義
か
ら
、
勤
行
（
お
勤
め
）は
寺
族
の
み
で
執
り
行

い
ま
し
た
。

各
種
行
事
に
つ
き
ま
し
て
も
中
止
ま
た
は
延
期
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
に
は
、
流
行
が
落
ち
着
い
て
か
ら
お
会
い
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

■
「
帰
敬
式
」
「
お
稚
児
さ
ん
」
の
募
集
■

春
季
永
代
経
法
要
に
て
一
斉
に
ご
案
内
予
定
で

し
た
十
一
月
の
光
山
寺
住
職
継
職
奉
告
法
要
へ
向

け
た「
帰
敬
式
（
お
か
み
そ
り
）の
ご
案
内
」
・
「
稚
児

行
列
募
集
の
ご
案
内
」に
つ
き
ま
し
て
は
、後
日
ご
門

徒
の
皆
様
に
配
布
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

■
初
参
式
も
中
止
に
■

親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は
毎
年

婦
人
会
主
催
に
よ
り
初
参
式
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
五
月
に
開
催
予
定
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
よ
り

本
年
の
合
同
初
産
式
は
開
催
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

初
産
式
と
は
、
生
後
三
年
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ

ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。仏
の
子
と
し
て
育
つ
た
め
仏

教
の
ご
縁
に
初
め
て
あ
う
式
で
す
。
個
別
の
初
参
式

や
自
宅
で
の
初
参
式
に
つ
き
ま
し
て
は
受
付
致
し
ま

す
の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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本
願
寺
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
「
念
仏
者
」
と
し
て
の
声

明
を
左
記
の
通
り
発
表
し
ま
し
た
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
世
界
中
に
拡
が

り
、
収
束
す
る
気
配
を
見
せ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
で
も
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
状
況
は
新
た
な
段
階
に

入
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、こ
の
た
び
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
国
内
外
の
多
く
の
方
々
に
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
罹
患
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。さ
ら
に
、特
に
高

い
感
染
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
懸
命
に
治
療
・
対
策

に
あ
た
ら
れ
て
い
る
医
師
、
看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療

従
事
者
の
方
々
に
深
く
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

こ
う
し
た
危
機
的
な
状
況
に
お
い
て
、
世
界
中
の
人
び
と

が
共
に
力
を
合
わ
せ
、
励
ま
し
合
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。し

か
し
、
症
状
が
出
な
い
た
め
に
感
染
に
気
づ
い
て
い
な
い
人
の

行
動
が
、
感
染
拡
大
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
症
の
危
険
性

や
対
処
法
を
正
し
く
理
解
し
、
実
行
す
る
と
と
も
に
、
差
別

や
偏
見
が
拡
が
ら
な
い
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
思

い
や
り
、注
意
深
く
行
動
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

釈
尊(

し
ゃ
く
そ
ん)

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
苦
し
み
の
根
源

で
あ
る
無
明
煩
悩(

む
み
ょ
う
ぼ
ん
の
う)

、ま
た
親
鸞
聖
人

(

し
ん
ら
ん
し
ょ
う
に
ん)

が「
煩
悩
具
足(

ぼ
ん
の
う
ぐ
そ
く)

の
凡
夫(

ぼ
ん
ぶ)

」と
い
う
言
葉
で
お
示
し
に
な
っ
た
私
た
ち

人
間
の
根
本
に
潜
む
自
己
中
心
性
に
思
い
を
い
た
し
、こ
の

よ
う
な
時
に
こ
そ
、
人
と
喜
び
や
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
生

き
方
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。仏
教
に
は
、「
あ
ら
ゆ
る

も
の
は
因
縁(

い
ん
ね
ん)

に
よ
り
つ
な
が
り
合
っ
て
存
在
し
て

お
り
、
固
定
し
た
実
体
は
な
い
」と
い
う「
縁
起(

え
ん
ぎ)

」の

思
想
が
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

原
因
は
人
と
の
接
触
で
あ
る
と
さ
れ
、
本
来
大
切
な
人
と
の

「
つ
な
が
り
」
が
、
今
は
安
心
感
で
は
な
く
、
不
安
を
も
た
ら

す
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、「
つ
な
が
り
」
を

表
面
的
に
捉
え
、危
険
な
も
の
と
否
定
的
に
考
え
て
は
な
り

ま
せ
ん
。世
界
的
な
感
染
大
流
行
と
い
う
危
機
に
直
面
す
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
仏
教
が
説
く
「
つ
な
が
り
」の
本

来
的
な
意
味
と
そ
の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

今
重
要
な
こ
と
は
、仏
智(

ぶ
っ
ち)

に
教
え
導
か
れ
、仏
さ

ま
の
大
き
な
慈
悲(

じ
ひ)

の
は
た
ら
き
の
中
、
共
に
協
力
し

合
っ
て
生
き
る
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
感
染
拡
大

を
く
い
止
め
る
こ
と
で
す
。
緊
急
事
態
宣
言
が
コ
ロ
ナ
危
機

を
克
服
し
て
く
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
困
難
を
打

開
で
き
る
か
否
か
は
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
尽
力
と
と
も
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
徹
底
し
た
適
切
な
行
動
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。

私
と
い
う
存
在
は
、
世
界
の
人
び
と
と
の「
つ
な
が
り
」の
中

で
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
、や
が
て
、
共
に
こ
の
苦
難
を
乗
り

越
え
た
時
、
世
界
中
の
人
び
と
と
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
こ

と
で
し
ょ
う
。そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、こ
の
難
局
で
法

灯(

ほ
う
と
う)

や
伝
統
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
何
が
で
き
る

か
を
考
え
、「
そ
の
ま
ま
救
い
と
る
」と
は
た
ら
い
て
く
だ
さ
る

お
念
仏
の
心
を
い
よ
い
よ
い
た
だ
き
、
共
々
に
支
え
合
い
、
力

を
合
わ
せ
る
の
で
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会

を
取
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
精
い
っ
ぱ
い
の
つ
と
め
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

二
〇
二
〇(

令
和
二)

年
四
月
十
四
日

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
長

石
上

智
康

■
お
経
の
練
習
会
（
旧
、礼
讃
の
夕
）
■

六
月
十
三
日
（
土
曜
日
）午
後
八
時
よ
り
！

「
正
信
念
仏
偈
」の
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
お
経
の
練
習

会
も
今
年
で
三
十
年
目
と
な
り
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で

き
る
お
経
の
練
習
会
と
し
て
、
例
年
五
月
よ
り
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観

点
よ
り
三
密
を
避
け
て
、
本
堂
を
開
け
放
て
る
六
月
十
三

日（
土
）よ
り
開
催
し
ま
す
。

十
月
ま
で
の
月
一
度
の
練
習
（
原
則
第
二
土
曜
日
の
午

後
八
時
）で
、お
経
本（
聖
典
）を
中
心
に
日
常
の
基
本
的
な

お
勤
め
一
通
り
を
練
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、
継
職

法
要
へ
む
け
て
の
勤
行
の
練
習
も
い
た
し
ま
す
。お
経
本
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
光
山
寺
に
て
用
意
し
ま
す
の
で
参
加

当
日
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
（
お
申
し
込
み
は
不
要・無
料
で
す
）

■
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会

募
集
！
■

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
鑚
仰
し
、同
朋
と
し
て
の
親
睦
を

深
め
る
事
を
目
的
と
し
た「
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会
」
を
六
月

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ご
門
徒
に
限
ら
ず
、
年
齢
・
男
女
を
一
切
問
わ
ず
、
広
く

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
勉
強
す
る
学
習
会
で
す
。
年
会
費

は
二
千
円
で
二
ヶ
月
に
一
回
の
開
催
。
二
年
前
か
ら
は
、
正

信
念
仏
偈
を
正
し
く
学
ぶ
こ
と
を
中

心
に
学
習
し
て
い
ま
す
。『
浄
土
真
宗

聖
典
註
釈
版
』が
必
要
と
な
り
ま
す
。

お
持
ち
で
な
い
方
は
申
し
出
く
だ
さ

い
。尚

、
開
催
は
偶
数
月
の
月
曜
日
午

後
八
時
よ
り（
初
回
は
六
月
十
五
日

予
定
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い

。

（
新
規
会
員
を
募
集
し
ま
す
。詳
細
は
別
紙
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）
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(第70号) 光山寺新聞 2020年（令和 2 年）5月1日（金曜日）

関
連
行
事
に
は
カ

レ
ン
ダ
ー
に
◎
印

を
！

令
和
二
年
の
光
山
寺
前
期
行
事
予
定
の
一
覧
で

す
。万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
光
山
寺
法
要

五
月
一
・
二
日
（
金
・
土
曜
）

春
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
福
田
康
正
師
）
中
止

九
月
二
八
・
二
九
日
（
月
・
火
曜
）

秋
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
岡
智
徳
師
）

★
山
口
教
区
・
萩
組

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
山
口
教
区

の
以
下
の
行
事
は
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会

五
月
二
六
日
・
二
七
日

山
口
教
区
門
徒
総
代
会
全
体
会

六
月
四
日

山
口
別
院
・
永
代
経
法
要

六
月
八
日
～
一
〇
日

山
口
教
区
仏
教
壮
年
連
盟
総
会

六
月
一
三
日

山
口
教
区
寺
族
婦
人
連
盟
総
会

六
月
中
旬

ビ
ハ
ー
ラ
山
口
総
会
・
講
演
会

六
月
二
六
日

萩
組
の
以
下
の
行
事
も
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

萩
組
初
参
式
（
萩
幼
稚
園
）
中
止

萩
組
総
代
会
総
会
・
研
修
会
（
浄
国
寺
）
延
期

萩
組
仏
壮
会
総
会
・
研
修
会
（
長
泉
寺
）
延
期

萩
組
仏
教
婦
人
会
大
会
（
萩
幼
稚
園
）

延
期
？

萩
組
連
続
研
修
会
（
次
回
、
光
山
寺
）

延
期

萩
組
聞
信
徒
の
集
い
（
萩
幼
稚
園
）

未
定

★
子
供
会
（
日
曜
学
校
）

午
後1

時
（
本
堂
）

五
月
は
中
止
、
六
月
以
降
の
予
定
日
時
に
つ
い
て
は
随
時

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
原
則
第
三
土
曜
家
族
の
日
に
開
催
。

★
仏
教
青
年
会

子
供
会
と
合
同
開
催
（
庫
裏
）

★
仏
教
壮
年
会

五
月
下
旬

総
会

延
期
ま
た
は
役
員
会
の
承
認

★
仏
教
婦
人
会

光
山
寺
初
参
式

中
止

五
月
下
旬

全
役
員
会

延
期

六
月
二
五
日
（
木
曜
）
午
前
八
時

清
掃
・
莊
厳
・
リ
ハ
ー
サ
ル

六
月
二
七
・
二
八
日
（
土
・
日
曜
）

寺
婦
人
会
法
座
（
講
師
、
小
池
秀
章
師
）

★
総
代
会

五
月
下
旬

総
会

延
期
ま
た
は
役
員
会
の
承
認

★
護
持
会

五
月
下
旬

総
会

延
期
ま
た
は
役
員
会
の
承
認

★
お
経
の
練
習
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

六
月
一
三
日
（
土
曜
）

七
月
一
八
日
（
土
曜
）

八
月

八
日
（
土
曜
）

九
月
一
二
日
（
土
曜
）

十
月
一
〇
日
（
土
曜
）

十
一
月
七
日
（
土
曜
）

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

六
月
一
五
日
（
月
曜
）

八
月
二
四
日
（
月
曜
）

十
月
一
九
日
（
月
曜
）

一
二
月
一
四
日
（
月
曜
）

★
雅
楽
練
習
会

午
後
七
時
半
（
庫
裏
）

五
月
三
一
日
（
日
曜
）

★
コ
ー
ラ
ス

コ
ー
ラ
ス
の
練
習
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
雅
楽
・
コ
ー
ラ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

規
参
加
者
募
集
中
。
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ご
門
徒
の
小
橋
さ
ん
ご
一
家
。三
世
代
揃
っ
て
、

次
男
・
れ
ん
君
の
七
五
三
を
仏
前
に
て
お
祝
い
し
ま

し
た
。ま
た
、
長
女
・
怜
央
ち
ゃ
ん
、長
男
・
遼
く
ん
の
そ

れ
ぞ
れ
の
進
学
も
仏
さ
ま
に
ご
報
告
し
、お
礼
を
申

さ
れ
ま
し
た
。
お
子
様
方
の
成
長
を
間
近
で
拝
見

し
、心
温
ま
る
思
い
で
し
た
。


